
海底の“蛇神”の封印が、2025 年の今、ほころびはじめている。
封印を閉じるカギは東海村に眠っている。

発足 70周年を迎えた東海村がおくるナゾ解きアドベンチャー
君はすべてのナゾを解き明かし歴史の真実にたどりつけるか？

（参加費無料・無くなり次第終了）

◆土

令和 7年

東海村歴史と未来の交流館
主催・受付

住　　所：茨城県那珂郡東海村村松 768 番地 38
開館時間：平日 9時～ 19時 / 休日・祝日 9時～ 17時

電　話：029-287-0851
休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）

◆◆月 祝

東海村発足 70周年記念事業・とうかいまるごと博物館

【企画・制作】



【遊び方】

① 東海村歴史と未来の交流館の窓口でキットを受け取ろう。

② 東海村全域を周って暗号を解こう

③ すべての謎が解けた方には歴史と未来の交流館で

　 プレゼントあり（無くなり次第終了）

村内全域を移動しながら移動する周遊型謎解きイベントです。

（公共交通機関を使って体験できる設計ではありませんのでご注意ください）

自動車移動の場合の所要時間は 3時間程度です。制限時間はございません。

また、16時以降は一部施設がクローズとなり体験ができない箇所がございます。

開催期間内であれば、別日に途中から体験することも可能です。

東海村の沖合にはかつて海底都市が存在していた。
海底の神殿には“蛇の神”が封印されており、数百年に一度巳年の年に

封印がほころぶ年がある。それが今年 2025 年であるらしい。
封印を再び閉じるには村内を巡り古文書に書かれているナゾを

全て解かなければならない。

「海の底の蛇神を解き放てば、村に災が訪れるだろう－」

謎解き専門の歴史学者のあなたは「ある古文書を解析してほしい」との
依頼を受け、歴史と未来の交流館を訪れた…

期　　間　令和7年7月19日（土）～令和7年10月13日（月・祝）
受　　付　東海村歴史と未来の交流館　窓口
　　　　　茨城県那珂郡東海村村松768番地38 ( ℡：029-287-0851）
開館時間　平日9時～19時 /休日・祝日9時～17時
休館日　　月曜 (祝日の場合は翌平日）
参加費　　無料 (キットが無くなり次第終了）

交流館までのアクセスは
こちらの二次元コードから
ご確認ください。

東海村歴史と未来の交流館主催・受付


